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・
ま
え
が
き 

 

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
一
月
二
六
日
、
黒
澤
貞
次
郎
逝
去
、

享
年
八
三
歳
。
翌
日
の
新
聞
に
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。「
い
ま
ど
き
家
賃
が
た
っ
た
一
五
円
、
嘘
み
た
い
な
話
だ
。

大
田
区
の
『
黒
澤
商
店
・
蒲
田
工
場
』
の
社
宅
で
あ
る
。
そ
の
主
、

黒
澤
貞
次
郎
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。
彼
は
長
者
番
付
の
一
位
に
上
り

つ
め
た
が
、
そ
の
目
的
は
少
し
で
も
多
く
の
税
金
を
国
に
支
払
う
と

い
う
〝
報
国
〟
の
熱
い
思
い
な
の
だ
。
黒
澤
さ
ん
は
今
の
日
本
に
何

人
と
数
え
ら
れ
ぬ
有
徳
の
士
で
あ
る
」。（
注
：
昭
和
二
八
年
の
大
卒

国
家
公
務
員
の
初
任
給
は
七
六
五
〇
円
） 

  

Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
西
口
か
ら
京
浜
東
北
線
に
沿
っ
て
横
浜
方
面
に
向

か
っ
て
数
分
、
近
代
的
で
瀟
洒
な
「
富
士
通
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク

エ
ア
」
の
建
物
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
こ
こ
が
新
聞
記
事
の
黒
沢
商

店
の
社
宅
と
工
場
の
跡
地
で
あ
る
。
社
宅
は
黒
澤
貞
次
郎
が
目
指
し

た
理
想
の
田
園
都
市
と
し
て
自
ら
「
吾
等
が
村
」
と
名
付
け
た
が
、

通
常
は
「
黒
澤
村
」
と
し
て
近
隣
庶
民
の
憧
れ
の
社
会
だ
っ
た
。
社

宅
に
隣
接
し
て
黒
澤
貞
次
郎
が
創
業
し
た
国
産
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、

印
刷
電
信
機
の
工
場
が
日
本
の
近
代
化
の
ひ
と
つ
の
具
現
と
し
て

そ
び
え
て
い
た
。 

  

黒
沢
貞
次
郎
が
大
正
八
年
（
一
九
一
八
）
建
設
し
操
業
を
開
始
し

た
国
産
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
工
場
に
牽
引
さ
れ
た
か
の
如
く
蒲
田
の

田
園
地
帯
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
具
体
的
に
は
貞
次
郎

に
続
き
蒲
田
を
拠
点
と
し
た
の
が
大
倉
孫
兵
衛
、
和
親
父
子
の
「
大

倉
陶
園
」、
更
に
は
「
高
砂
香
料
」「
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
」、「
各

務
ク
リ
ス
タ
ル
」
等
、
い
ず
れ
も
当
時
の
日
本
人
が
夢
と
憧
れ
を
抱

い
た
西
欧
の
先
進
技
術
、
文
化
を
積
極
的
に
吸
収
せ
ん
も
の
と
の
強

い
志
を
持
っ
た
人
た
ち
に
率
い
ら
れ
た
会
社
だ
っ
た
。
共
通
の
志
を

持
っ
た
事
業
家
が
築
き
上
げ
た
先
進
的
文
化
の
香
り
は
蒲
田
の
街

に
伝
播
し
「
流
行
は
蒲
田
か
ら
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
時
代
の
文
化
、
風
土
を
「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
と
表
現
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
牽
引
者
が
黒
澤
貞
次
郎

だ
っ
た
。 

 

・
生
い
立
ち
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
発
つ
ま
で 

 

黒
沢
貞
次
郎
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
東
京
の
日
本
橋
大
門
通

り
、
現
在
の
蠣
殻
町
（
か
き
が
ら
ち
ょ
う
）
近
辺
で
生
ま
れ
た
。
七

歳
の
時
に
母
を
亡
く
し
、
小
学
校
を
中
退
し
て
丁
稚
奉
公
に
出
さ
れ

る
ほ
ど
家
は
貧
し
か
っ
た
。
勤
勉
な
貞
次
郎
は
小
学
校
で
飛
び
級
を

許
さ
れ
た
ほ
ど
優
秀
な
子
だ
っ
た
の
だ
が
、
或
る
日
、
彼
に
と
っ
て

衝
撃
的
な
事
件
が
国
語
の
授
業
で
起
こ
っ
た
。
誰
も
が
手
を
挙
げ
な

黒
澤
貞
次
郎
と
「
吾
等
が
村
」 
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い
中
、「
噛
む
」
と
い
う
字
を
た
だ
ひ
と
り
黒
板
に
書
い
た
貞
次
郎

が
意
気
揚
々
と
席
に
戻
ろ
う
と
し
た
と
き
、
先
生
か
ら
意
外
な
言
葉

が
発
せ
ら
れ
た
の
だ
。「
黒
澤
君
『
噛
む
』
の
字
そ
の
も
の
は
合
っ

て
い
ま
す
が
書
き
順
が
間
違
っ
て
ま
し
た
ね
」。 

  

貞
次
郎
に
と
っ
て
思
っ
て
も
見
な
か
っ
た
事
態
、
彼
の
プ
ラ
イ
ド

は
い
た
く
傷
つ
き
悔
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
時
に

彼
の
脳
裏
に
は
全
く
別
の
考
え
が
閃
い
た
の
で
あ
る
。「
日
本
語
は

カ
タ
カ
ナ
、
か
な
文
字
に
加
え
数
限
り
な
い
漢
字
が
あ
る
。
な
ん
で

こ
ん
な
に
複
雑
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
英
語
は
単
純
明
快
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
二
六
文
字
で
全
て
が
足
り
て
し
ま
う
。
き
っ
と
将

来
は
日
本
で
も
英
語
が
必
要
に
な
る
は
ず
だ
」。
こ
の
と
き
日
本
は

文
明
開
化
の
香
り
が
未
だ
に
残
る
明
治
時
代
、
貞
次
郎
わ
ず
か
一
〇

歳
に
し
て
英
語
の
重
要
性
、
必
要
性
に
着
目
し
た
の
だ
っ
た
。 

  

小
学
校
を
中
退
し
た
貞
次
郎
は
日
本
橋
の
薬
問
屋
に
働
き
始
め

た
が
、
当
時
の
唯
一
の
楽
し
み
が
英
語
の
独
学
だ
っ
た
。
丁
稚
に
は

給
料
は
な
い
。
盆
暮
れ
に
貰
う
小
遣
い
は
全
て
英
語
の
独
習
本
に
費

や
さ
れ
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
英
語
の
勉
強
を
続
け
た
。
明
治
二
六
年

（
一
八
九
三
）
一
八
歳
の
貞
次
郎
は
丁
稚
か
ら
番
頭
へ
昇
格
、
商
人

に
と
っ
て
最
も
晴
れ
が
ま
し
い
日
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
主
人
の
前

に
手
を
つ
い
た
貞
次
郎
は
意
外
な
言
葉
を
口
に
し
た
。「
番
頭
へ
の

出
世
、
身
に
余
る
光
栄
に
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
私
は
こ
こ

で
お
暇
乞
い
を
さ
せ
て
頂
き
た
く
お
許
し
願
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、

私
は
ア
メ
リ
カ
に
行
き
見
聞
を
広
め
た
い
の
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は

番
頭
の
羽
織
、
袴
の
代
り
に
い
く
ば
く
か
の
支
度
金
を
い
た
だ
け
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
」。 

 

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と
の
出
会
い 

 

渡
米
に
際
し
て
貞
次
郎
は
具
体
的
な
目
的
を
持
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
漠
然
と
英
語
と
い
う
言
葉
を
話
す
ア
メ
リ
カ
人
と
そ
の

社
会
を
見
聞
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
ま
さ
か
、
ア
メ

リ
カ
の
地
で
生
涯
の
伴
侶
と
な
る
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と
出
会
う
と

は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

  

最
初
の
地
は
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
。
そ
こ
で
貞
次
郎
が
得
た
職
と

言
え
ば
、
農
作
物
の
穫
り
入
れ
、
水
産
物
の
水
揚
げ
等
の
過
酷
な
肉

体
労
働
で
あ
り
、
労
働
の
対
価
は
驚
く
ほ
ど
に
安
か
っ
た
。
そ
ん
な

或
る
日
、「
東
は
豊
か
」
の
広
告
を
目
に
し
た
貞
次
郎
は
即
座
に
大

陸
横
断
鉄
道
に
乗
り
込
み
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
っ
た
。
自
分
が
一

旦
思
っ
た
ら
直
ぐ
に
行
動
に
移
す
。
黒
澤
貞
次
郎
の
最
大
の
長
所
が

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と
の
距
離
を
一
気
に
縮
め
て
い
っ
た
。 

  

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、
貞
次
郎
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の

家
庭
に
住
み
込
み
と
し
て
働
き
始
め
た
の
だ
が
、
そ
の
家
の
主
人
が

貞
次
郎
の
運
命
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
主
人
の
名
前

は
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス
氏
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
有
名
な
エ
リ
オ
ッ

ト
・
ハ
ッ
チ
・
ブ
ッ
ク
・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
社
の
経
営
者
だ
っ
た
。
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エ
リ
オ
ッ
ト
家
の
子
供
た
ち
を
通
学
の
送
り
迎
え
を
す
る
過
程
で

貞
次
郎
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
な
く
て
は
な
ら

ぬ
文
明
の
利
器
で
あ
る
こ
と
を
肌
で
知
っ
た
。「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

は
ア
メ
リ
カ
社
会
の
必
需
品
。
役
所
、
会
社
は
も
と
よ
り
学
校
ま
で

も
！ 

日
本
に
も
近
い
将
来
同
じ
よ
う
な
時
代
が
来
る
に
違
い
な

い
」。 

 
・
か
な
文
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
開
発 

 

エ
リ
オ
ッ
ト
社
で
見
習
い
工
と
し
て
働
き
を
許
さ
れ
た
貞
次
郎

は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
キ
ー
の
数
に
注
目
し
た
。
キ
ー
の
数
は
わ

ず
か
五
〇
に
及
ば
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ
フ
ト
キ
ー
に
よ
る
変

換
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
大
文
字
、
小
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、

更
に
は
数
字
、
ピ
リ
オ
ド
、
コ
ン
マ
等
々
、
英
語
文
章
を
作
成
す
る

全
て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。
貞
次
郎
は
呟
い
た
。「
日
本
語
の
カ

タ
カ
ナ
、
カ
ナ
文
字
は
五
一
文
字
だ
。
な
ら
ば
同
じ
よ
う
に
シ
フ
ト

キ
ー
の
変
換
機
能
を
使
え
ば
日
本
語
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
作
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
作
れ
る
は
ず
だ
！
」。 

  

貞
次
郎
の
鋭
い
着
眼
に
敬
服
す
る
の
は
ま
だ
早
い
。
驚
き
は
こ
れ

だ
け
で
は
な
く
彼
は
活
字
の
向
き
を
九
〇
度
横
に
置
き
換
え
る
こ

と
で
日
本
の
縦
書
き
文
章
を
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
も
可
能
に
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）、
エ
リ
オ
ッ
ト

氏
の
家
に
住
み
込
ん
で
か
ら
わ
ず
か
二
年
後
、
貞
次
郎
は
か
な
文
字

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
試
作
に
成
功
、
翌
年
に
は
カ
タ
カ
ナ
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
の
試
作
に
も
成
功
し
た
。
約
七
年
間
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
、
大

き
な
収
穫
を
得
た
貞
次
郎
は
日
本
で
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
普
及
を

夢
見
み
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
お
土
産
は
エ
リ
オ
ッ
ト
製
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
一
〇
台
と
同
社
製
品
の
日
本
で
の
販
売
権
だ
っ
た
。 

 

・
黒
澤
商
店
創
立
と
銀
座
本
店
ビ
ル
建
設 

 

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
薫
風
香
る
五
月
、
貞
次
郎
は
京
橋
弥

左
衛
門
街
（
現
在
の
銀
座
並
木
通
り
）
に
二
〇
坪
の
小
さ
な
店
舗
を

構
え
た
。
店
員
は
貞
次
郎
ひ
と
り
、
店
に
は
机
代
わ
り
に
ミ
カ
ン
、

リ
ン
ゴ
の
空
き
箱
が
重
な
り
合
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
日
本
で
最
初
の

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
業
と
す
る
黒
澤
商
店
の
姿

だ
っ
た
。「
店
は
粗
末
で
も
極
上
の
仕
事
を
！
」、
貞
次
郎
の
想
い
は

部
屋
の
片
隅
に
置
か
れ
た
卓
上
旋
盤
に
込
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

部
品
の
交
換
が
必
要
な
と
き
は
、
自
ら
が
製
作
し
て
お
客
様
の
要
望

に
応
え
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
何
よ
り
も
お
客
様
の
サ
ー
ビ
ス
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
「
黒
澤
精
神
」
の
原
点
で
あ
る
。 

  

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
日
本
社
会
に
徐
々
に
浸
透
し
始
め
た
明
治

四
一
年
（
一
九
〇
八
年
）、
貞
次
郎
は
再
び
ア
メ
リ
カ
に
赴
い
た
。

最
大
の
目
的
は
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
地
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
実
地
検
証
だ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
貞
次
郎
は
銀
座
大
通
り
に
面

し
た
六
丁
目
に
土
地
を
購
入
し
、
耐
震
性
に
優
れ
た
近
代
的
本
店
ビ

ル
の
建
設
を
思
い
立
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。 
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明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）、
起
工
式
が
行
わ
れ
た
本
店
ビ
ル
の

工
事
は
完
成
ま
で
に
三
年
も
の
年
月
を
費
や
し
た
。
そ
の
理
由
の
ひ

と
つ
が
建
築
に
か
け
て
は
全
く
の
素
人
の
黒
澤
貞
次
郎
が
自
ら
設

計
図
を
描
き
、
実
際
の
工
事
の
陣
頭
指
揮
を
も
執
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

貞
次
郎
の
並
外
れ
た
努
力
と
執
念
で
完
成
し
た
日
本
初
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
黒
澤
本
店
は
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
洒

落
た
外
観
で
注
目
を
浴
び
銀
座
の
象
徴
と
し
て
皆
に
親
し
ま
れ
て

い
っ
た
。
関
東
大
震
災
に
も
ビ
ク
と
も
し
な
か
っ
た
堅
牢
を
誇
っ
た

ビ
ル
の
秘
密
の
一
端
が
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
の
本
社
ビ
ル
建

て
替
え
の
と
き
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

  

本
店
ビ
ル
解
体
が
本
格
化
し
て
き
た
或
る
日
、
工
事
関
係
者
は
壁

の
中
か
ら
異
様
な
鉄
材
が
大
量
に
出
て
き
た
こ
と
に
驚
い
た
。「
な

ん
だ
、
こ
れ
は
？
」。
鑑
定
の
結
果
、
こ
の
鉄
材
は
東
京
電
気
鉄
道

（
の
ち
の
市
電
～
都
電
）
が
路
線
レ
ー
ル
の
交
換
し
た
時
の
廃
棄
レ

ー
ル
（
欧
州
製
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
専
門
家
で
さ
え
考
え

も
及
ば
ぬ
耐
震
強
化
の
レ
ー
ル
活
用
、
更
に
は
現
代
に
も
通
じ
る
廃

棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
、
貞
次
郎
の
斬
新
な
着
想
に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な

い
。 

 

・「
吾
等
が
村
」
の
建
設 

 

本
店
ビ
ル
完
成
の
僅
か
二
年
後
（
大
正
三
年
、
一
九
一
四
）、
貞

次
郎
は
蒲
田
駅
ほ
ど
近
く
に
二
万
坪
も
の
広
大
な
土
地
を
取
得
し

た
。
同
時
に
彼
は
自
宅
を
築
地
か
ら
蒲
田
に
移
し
、
究
極
の
夢
で
あ

る
理
想
の
田
園
都
市
、
自
ら
が
名
付
け
た
「
吾
等
が
村
」
の
建
設
に

粉
骨
砕
身
し
た
。 

  

貞
次
郎
は
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
新
た
な

職
住
接
近
の
都
市
（
田
園
都
市
）
が
ア
メ
リ
カ
に
も
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
自
分
の
目
で
確
か
め
、
い
つ
の
日
か
日
本
で
実
現
し
た
い
と

の
強
い
願
望
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
自
分
の
想
い
を
こ
の
よ
う
に

綴
っ
て
い
る
。「
都
市
生
活
の
幸
せ
は
自
然
と
文
明
の
調
和
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。
生
活
の
地
は
蒲
田
に
あ

り
！
こ
の
地
で
田
園
都
市
の
恩
恵
を
享
有
す
る
と
こ
ろ
に
『
吾
等
が

村
』
の
理
想
が
あ
る
。
現
実
を
離
れ
ざ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
理
想
郷
）、

工
場
で
働
く
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
私
の
究
極
の

夢
な
の
だ
」。
貞
次
郎
が
蒲
田
を
選
ん
だ
背
景
の
大
き
な
理
由
が
都

心
か
ら
の
利
便
性
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）

蒲
田
に
東
海
道
線
の
駅
が
完
成
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
京
浜

線
（
今
の
京
浜
東
北
線
）
が
蒲
田
に
停
車
す
る
こ
と
に
な
り
都
心
か

ら
き
わ
め
て
便
利
な
土
地
と
な
っ
た
。 

  

貞
次
郎
自
ら
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
建
設
工
事
の
先
頭
に
た
っ
た
工

場
と
「
吾
等
が
村
」
の
建
設
は
次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
通
り
、
驚
く
べ
き

ス
ピ
ー
ド
で
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
貞
次
郎
の
頭
を
最
も
悩
ま

せ
た
の
が
蒲
田
の
水
質
の
劣
悪
さ
だ
っ
た
。
こ
の
難
問
を
解
決
す
る

た
め
貞
次
郎
は
多
摩
川
か
ら
清
冽
な
水
を
ひ
く
た
め
休
む
暇
な
く

周
囲
の
地
勢
を
自
分
の
足
で
調
査
し
た
。
土
地
取
得
か
ら
九
年
後
、
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「
吾
等
が
村
」
の
各
戸
の
蛇
口
か
ら
ほ
と
ば
し
る
清
ら
か
な
水
を
見

た
と
き
大
き
な
歓
声
が
村
に
響
き
渡
っ
た
と
い
う
。 

 

・
大
正
三
年 

（
一
九
一
四
） 

蒲
田
に
土
地
二
万
坪
取
得(

貞
次
郎
三
九
歳) 

・
大
正
四
年 

（
一
九
一
五
） 

貞
次
郎
、
自
宅
を
築
地
か
ら
蒲
田
に
移
す 

・
大
正
五
年 

（
一
九
一
六
） 

工
場
建
設
開
始
、
治
水
工
事
検
討
開
始 

・
大
正
七
年 

（
一
九
一
八
） 

工
場
操
業
開
始 

・
大
正
九
年 

（
一
九
二
〇
） 

黒
澤
幼
稚
園
設
立 

水
源
地
か
ら
村
の
貯
槽
に
水
が
引
か
れ
る 

・
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
） 

社
宅
、
菜
園
等
完
成 

・
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
） 

各
戸
へ
の
水
道
配
管
完
了 

  

「
吾
等
が
村
」
に
は
工
員
と
家
族
の
た
め
の
社
宅
、
共
同
浴
場
、

菜
園
、
公
園
、
子
供
用
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
加
え
て
幼
稚
園

と
小
学
校
の
施
設
が
完
備
さ
れ
た
。
当
時
、「
吾
等
が
村
」
の
近
く

に
は
黒
澤
貞
次
郎
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
大
倉
陶
園
、

高
砂
香
料
、
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
、
新
潟
鉄
工
所
等
が
進
出
し

た
。
池
上
線
も
蒲
田
～
池
上
間
が
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
開
通
、

同
年
、
蒲
田
は
村
か
ら
町
へ
と
町
制
施
行
が
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
蒲
田
が
近
代
化
に
変
貌
し
て
い
く
先
人
的
役
割
を
担
っ
た
の
が

黒
澤
貞
次
郎
で
あ
っ
た
。 

  

・「
吾
等
が
村
」
で
の
生
活 

 

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月
一
九
日
の
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
に
当

時
の
「
吾
等
が
村
」
の
詳
細
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。 

  

「
物
資
不
足
、
物
価
高
の
嘆
き
を
よ
そ
に
ノ
ビ
ノ
ビ
と
満
ち
足
り

た
明
け
暮
れ
を
送
っ
て
い
る
平
和
な
理
想
郷
が
帝
都
の
一
角
の
工

業
地
帯
、
蒲
田
の
御
園
村
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
は
黒
澤
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
蒲
田
工
場
、
敷
地
は
二
万
坪
、
通
称
「
黒
澤
村
」（「
吾
等

が
村
」）
と
呼
ば
れ
付
近
の
住
民
か
ら
羨
望
の
的
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

午
前
七
時
半
、
工
場
始
業
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
渡
る
。
遅
刻
者
は

皆
無
で
あ
る
。
自
宅
の
隣
が
工
場
だ
か
ら
だ
。
午
前
一
〇
時
、
休
憩

の
サ
イ
レ
ン
と
共
に
工
員
さ
ん
た
ち
が
工
場
か
ら
青
空
の
下
に
で

て
く
る
。
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
し
紫
煙
を
く
ゆ
ら
せ
て
い
る
者
も
い

れ
ば
工
場
前
の
菜
園
で
鍬
を
入
れ
て
い
る
人
も
い
る
。
工
場
は
自
宅

の
延
長
で
あ
り
、
自
宅
即
工
場
の
生
活
を
住
民
は
謳
歌
し
て
い
る
。

村
の
建
設
者
で
あ
り
主
で
も
あ
る
黒
澤
貞
次
郎
氏
を
家
長
と
し
た

大
家
族
主
義
の
和
や
か
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
定
年
制

が
な
い
。
七
〇
歳
を
過
ぎ
た
老
人
も
元
気
に
仕
事
し
て
い
る
。
夫
婦

仲
良
く
働
い
て
い
る
人
も
沢
山
い
る
。 

 

お
昼
は
工
場
の
食
堂
に
集
ま
っ
て
皆
で
取
る
。
す
ぐ
近
く
の
自
宅

で
昼
食
も
出
来
る
の
だ
が
殆
ど
の
工
員
は
会
社
か
ら
支
給
さ
れ
る

昼
食
を
皆
で
食
べ
な
が
ら
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る
。
午
後
五
時
帰
途

に
つ
く
。
楽
し
い
夕
食
の
時
間
だ
。
時
に
は
会
社
の
食
堂
で
東
京
「
凮

月
堂
」
仕
込
み
の
コ
ッ
ク
が
作
っ
て
く
れ
る
メ
ン
チ
カ
ツ
、
コ
ロ
ッ

ケ
等
を
夕
食
の
お
か
ず
に
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
る
。 

 
楽
し
い
我
が
家
は
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
平
均
が
六
畳
と
四

畳
半
、
青
葉
に
囲
ま
れ
た
清
々
し
い
庭
も
広
が
り
、
こ
の
辺
で
は
ま
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さ
に
高
級
住
宅
で
あ
る
。
そ
し
て
家
賃
は
た
っ
た
四
円
（
大
正
一
〇

年
当
時
）。
水
道
光
熱
費
は
会
社
が
負
担
し
て
く
れ
る
。
戸
数
は
一

一
三
、
人
口
は
約
八
〇
〇
人
、
従
業
員
子
弟
の
た
め
に
幼
稚
園
と
小

学
校
（
昭
和
四
年
開
校
）
も
完
備
さ
れ
八
七
名
の
小
学
生
と
三
〇
名

の
園
児
が
六
名
の
先
生
と
二
名
の
保
母
さ
ん
に
見
守
ら
れ
遊
び
に

勉
学
に
嬉
々
と
し
て
い
る
。
村
の
中
央
に
公
園
が
あ
り
夏
に
な
る
と

子
供
用
の
プ
ー
ル
に
水
が
入
っ
て
楽
し
い
遊
び
場
と
な
る
」。 

  

黒
澤
貞
次
郎
を
頂
点
と
し
て
働
き
甲
斐
、
生
き
甲
斐
に
恵
ま
れ
た

「
吾
等
が
村
」
は
「
黒
澤
村
」
と
も
呼
ば
れ
世
間
の
羨
望
の
的
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
視
察
に
訪
れ
た
床
次
竹

次
郎
内
務
大
臣
と
近
衛
文
麿
侯
爵
は
「
吾
等
が
村
」
を
他
の
追
随
を

許
さ
ぬ
理
想
的
な
社
会
と
絶
賛
し
た
。 

 

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と
電
信
事
業
へ
の
貢
献 

 

こ
こ
で
黒
澤
貞
次
郎
が
日
本
の
近
代
化
、
事
務
効
率
化
に
果
た
し

た
貢
献
を
紹
介
し
よ
う
。 

  

彼
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
文
明
の
利
器
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
は
日
本
社
会
に
徐
々
に
浸
透
し
官
公
庁
は
じ
め
多
く
の
企
業
、
学

校
等
の
事
務
効
率
化
を
後
押
し
し
た
。
昭
和
一
六
年
（
一
九
三
一
）

は
貞
次
郎
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
年
と
な
っ
た
。
貞
次
郎
は
宮
内
庁

（
当
時
）
か
ら
生
物
を
ご
研
究
し
て
い
た
昭
和
天
皇
が
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
の
た
め
に
通
常
よ
り
も
小
さ
な
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
カ
タ
カ
ナ

の
字
が
可
能
な
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
製
作
の
依
頼
を
受
け
、
特
注
品
を

製
作
し
謹
ん
で
献
上
し
た
の
だ
っ
た
。 

  

日
本
の
電
信
業
界
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
黒
澤
貞
次
郎
の
貢
献

な
く
し
て
発
展
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
具
体
的

に
貞
次
郎
は
電
信
業
界
の
発
展
に
主
に
ふ
た
つ
の
側
面
か
ら
偉
大

な
業
績
を
残
し
た
。
ひ
と
つ
は
電
信
用
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
開

発
、
国
産
化
で
あ
り
、
ふ
た
つ
目
は
国
産
和
文
印
刷
電
信
機
（
和
文

テ
レ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
）
の
開
発
と
実
用
化
で
あ
る
。 

  

明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
電
信
業
務
の
課
題
は
着
信
電

信
を
い
か
に
短
時
間
に
鮮
明
で
分
か
り
や
す
く
書
き
留
め
る
か
に

あ
っ
た
。
こ
の
課
題
を
解
決
し
た
の
が
貞
次
郎
に
よ
る
米
国
、
ス
ミ

ス
式
電
信
用
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
あ
り
、
の
ち
に
「
ア
ズ
マ
タ

イ
プ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
で
蒲
田
工
場
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

  

時
代
は
昭
和
初
期
、
逓
信
省
の
依
頼
に
応
え
貞
次
郎
は
電
信
業
界

最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
自
動
化
達
成
の
た
め
の
国
産
和
文
印
刷
電

信
機
（
テ
レ
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
）
の
開
発
に
成
功
し
た
。
昭
和
一
二

年
（
一
九
三
七
）
逓
信
省
は
東
京
～
大
阪
間
で
貞
次
郎
製
作
の
和
文

印
刷
電
信
機
の
実
用
に
踏
み
切
り
、
以
降
、
新
聞
社
各
社
も
追
随
し

日
本
の
通
信
業
務
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
効
率
化
が
飛
躍
的
に
向

上
し
た
の
で
あ
る
。 
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・
貞
次
郎
の
ビ
ジ
ネ
ス
理
念 

 

〝Everything best 
in 

office 
appliance

〟
、
こ
れ
が
黒

澤
商
店
の
標
語
で
あ
る
。
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
事
務
用
品
の
最
善
の

も
の
は
何
で
も
」
と
な
る
の
だ
ろ
う
。
会
社
の
標
語
と
い
う
も
の
は

と
か
く
抽
象
的
な
文
字
が
多
い
中
で
、
黒
澤
商
店
の
標
語
は
極
め
て

具
体
的
で
あ
る
の
で
新
鮮
な
響
き
と
明
確
な
意
思
が
伝
わ
っ
て
く

る
。 

  

貞
次
郎
の
想
い
は
「
事
務
用
品
の
最
善
の
も
の
は
何
で
も
提
供
し
、

最
善
の
も
の
で
な
け
れ
ば
扱
わ
ぬ
し
、
最
善
の
も
の
で
な
い
限
り
儲

け
て
は
な
ら
な
い
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
常
々
こ
の
よ
う
に
話
し
て
い

た
。「
商
人
に
と
っ
て
儲
け
は
第
二
で
あ
っ
て
社
会
奉
仕
が
第
一
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
あ
く
せ
く
と
儲
け
に
走
っ
て
は
い
け
な

い
。
〝Slow but sure

〟
、
遅
く
と
も
堅
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
蒲
田
工
場
の
壁
に
は
貞
次
郎
直
筆
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
買
う
気

で
作
れ
」
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
貞
次
郎
の
根
底
に
は
お
客
様
あ
っ
て

の
我
々
、「
お
客
様
第
一
主
義
」
の
思
想
が
強
く
宿
っ
て
い
た
。 

 

・
生
粋
の
“
銀
座
マ
ン
”、
貞
次
郎 

 

黒
澤
本
店
の
本
社
は
銀
座
大
通
り
に
面
し
た
銀
座
六
丁
目
に
あ

る
。
そ
の
主
、
黒
澤
貞
次
郎
は
銀
座
の
人
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
映
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

 

「
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
映
画
監
督
、
脚
本
家
、
随
筆
家
と
し

て
活
躍
し
、
食
通
と
し
て
も
知
ら
れ
た
山
本
嘉
次
郎
氏
は
銀
座
と
街

を
支
え
る
銀
座
マ
ン
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。 

 

「
銀
座
は
明
治
維
新
、
関
東
大
震
災
、
第
二
次
大
戦
の
爆
撃
と
途

方
も
な
い
荒
波
を
三
度
も
受
け
な
が
ら
も
立
ち
直
り
、
今
で
も
日
本

の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の

が
真
の
銀
座
マ
ン
が
持
つ
〝
銀
座
魂
〟
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ

る
。
〝
銀
座
魂
〟
と
は
「
士
魂
商
才
」（
武
士
の
心
と
商
人
の
英
知
）

と
「
和
魂
洋
才
」（
日
本
人
の
誇
り
と
西
洋
の
先
進
頭
脳
）
が
合
わ

さ
っ
て
こ
そ
の
も
の
な
の
だ
。
生
粋
の
銀
座
マ
ン
と
は
銀
座
魂
を
心

に
宿
し
、
紳
士
と
し
て
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
を
自
然
体
で
発
散
さ
せ
る

男
の
中
の
男
で
あ
る
」。 

 

あ
る
と
き
著
名
な
文
化
人
に
よ
る
座
談
会
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ

は
「
生
粋
の
銀
座
マ
ン
は
誰
か
？
」
だ
っ
た
。
侃
々
諤
々
（
か
ん
か

ん
が
く
が
く
）
の
議
論
は
結
論
を
得
な
い
ま
ま
全
員
が
疲
労
を
覚
え

沈
黙
が
支
配
し
た
と
き
の
こ
と
、
一
人
が
ふ
と
口
に
し
た
。 

 

「
お
い
、
誰
か
大
事
な
人
を
忘
れ
ち
ゃ
い
な
い
か
？ 

外
面
ば
か

り
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
が
・
・
・
、
ク
ロ
さ
ん
は
ど
う
だ
？
」 

 

「
ク
ロ
さ
ん
て
・
・
・
・
、
あ
っ
、
六
丁
目
の
黒
沢
タ
イ
プ
の
貞

次
郎
さ
ん
か
！ 

確
か
に
そ
う
だ
な
。
着
て
い
る
服
は
い
つ
も
名
前
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と
同
じ
黒
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
い
つ
も
パ

リ
っ
と
し
た
新
調
同
然
の
背
広
だ
よ
な
」。 

 

「
い
つ
も
同
じ
色
の
背
広
だ
か
ら
っ
て
お
洒
落
じ
ゃ
な
い
と
は

言
え
な
い
ぜ
。
ク
ロ
さ
ん
と
同
じ
蒲
田
で
売
り
出
し
中
の
映
画
監
督
、

小
津
安
二
郎
の
家
の
タ
ン
ス
の
中
は
チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
の
背
広

ば
か
り
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
る
そ
う
だ
」。 

 

「
貞
次
郎
さ
ん
の
交
詢
社
の
話
し
を
知
っ
て
る
か
？
そ
う
だ
、
ク

ロ
さ
ん
だ
な
！ 
生
粋
の
銀
座
マ
ン
は
」。 

 

こ
こ
は
銀
座
の
交
詢
社
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
福
沢
諭

吉
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
日
本
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
実
業
家
社
交

ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
暮
れ
な
ず
む
夕
刻
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
は
「
そ
ろ
そ

ろ
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
頃
だ
」
と
胸
の
内
で
呟
い
た
。
と
、
そ
の
と
き
、

い
つ
も
の
よ
う
に
黒
の
ス
ー
ツ
に
磨
き
上
げ
た
黒
の
編
み
上
げ
靴
、

穏
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
黒
澤
貞
次
郎
氏
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
歩

み
寄
っ
て
き
た
。
注
文
は
聞
か
ず
と
も
分
か
っ
て
い
る
。
冷
え
た
グ

ラ
ス
に
細
や
か
な
泡
、
琥
珀
に
輝
く
生
ビ
ー
ル
が
置
か
れ
、
そ
の
横

に
は
小
皿
に
盛
ら
れ
た
塩
が
用
意
さ
れ
た
。
お
も
む
ろ
に
貞
次
郎
は

内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
白
い
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
カ
ウ
ン
タ
ー
で
広

げ
る
と
瑞
々
し
い
キ
ュ
ウ
リ
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
。
グ
ビ
ッ
と
ビ
ー

ル
を
一
口
、
続
い
て
新
鮮
な
キ
ュ
ウ
リ
を
か
じ
る
音
が
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
の
耳
に
心
地
よ
く
入
っ
て
き
た
。 

  

「
貞
次
郎
様
の
菜
園
の
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

 

「
今
朝
の
収
穫
で
ね
、
こ
の
頃
は
こ
れ
が
楽
し
み
だ
よ
。
旬
の
キ

ュ
ウ
リ
は
格
別
だ
ね
」。 

  

・
報
国
の
想
い 

 

黒
澤
貞
次
郎
の
生
涯
は
仕
事
と
労
働
に
捧
げ
た
も
の
で
あ
り
、
一

月
一
日
以
外
は
休
ま
ず
働
き
続
け
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
仕
事
に

追
い
ま
く
ら
れ
た
と
の
悲
壮
感
、
余
裕
の
な
さ
は
微
塵
に
も
窺
え
な

い
。
そ
れ
は
、
貞
次
郎
が
持
っ
て
い
た
き
わ
め
て
強
い
〝
信
ず
る

心
〟
す
な
わ
ち
己
を
信
じ
、
家
族
、
仲
間
、
そ
し
て
国
を
信
じ
て
愛

す
る
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。
貞
次
郎
に
は
祖
国
、

日
本
の
た
め
に
尽
く
す
「
報
告
の
想
い
」
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。 

  

貞
次
郎
は
「
報
告
の
想
い
」
を
「
納
税
」
と
い
う
形
で
実
践
し
た
。

「
納
税
は
美
徳
な
り
！
」、
貞
次
郎
は
こ
の
哲
学
の
も
と
に
商
売
上

で
得
た
利
益
の
中
か
ら
出
来
る
限
り
多
く
を
国
に
還
元
し
た
。
従
っ

て
、
専
門
家
か
ら
勧
め
ら
れ
た
、
節
税
の
た
め
の
法
人
化
に
対
し
頑

と
し
て
首
を
縦
に
ふ
ら
な
か
っ
た
。「
私
の
目
の
黒
い
う
ち
は
店
の

法
人
化
、
つ
ま
り
節
税
の
た
め
の
組
織
に
変
え
る
こ
と
は
許
し
ま
せ

ん
」。 

  
戦
後
、
黒
澤
貞
次
郎
は
日
本
の
長
者
番
付
の
一
位
に
上
り
つ
め
た
。

勿
論
、
納
税
額
は
飛
び
ぬ
け
た
一
位
で
あ
っ
た
。
貞
次
郎
は
何
も
長
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者
番
付
の
首
位
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
一
銭

で
も
一
円
で
も
多
く
の
税
金
を
払
う
こ
と
こ
そ
が
自
分
に
と
っ
て

の
「
報
国
」
の
想
い
の
実
現
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
黒
澤
貞
次
郎
は
じ
め
蒲
田
に
集
ま
っ

た
気
高
き
意
志
を
持
っ
た
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
日
本
は
西

欧
諸
国
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い
っ
た
。
そ
の
先
人
た
ち
の
心
意
気

を
現
代
に
生
き
る
我
々
は
決
し
て
忘
れ
ず
、
自
分
た
ち
が
社
会
の
為

に
出
来
る
こ
と
を
実
践
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

完 
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